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モを書いた紙がはさんであったので開いたら　Le Temps des Cerises でした。「あ、この歌大
好き。四番まで歌える！」と言いましたら、作者の Jean-Baptist Clément のこと、パリ・コミュー
ンとのいきさつ、ベルギーへ亡命して仲間たちを想った歌と言われていることなど話してくれまし
た。Quand nous chanterons と私がそっと歌いはじめたら、小声でいっしょにうたってくれまし
た。昔からいい声で歌う人でした。きれいに四番まで全部うたってくれました。なんだか心にし
みる時間でした。」
　相良の収集した貴重な資料類が多くの人に活用されて、彼の果たせずに終わった作業を引
き継ぐ人が若い世代の中から出てくることを期待してやまない。
